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Ａ．研究目的 

わが国は過去 70年近く、輸入発症例など一

部例外を除き狂犬病患者の国内発症は無い。

ヒトにおける狂犬病対策は現状では、主に海

外渡航に際しての曝露前ワクチン接種と、海

外狂犬病流行国での動物咬傷受傷者に対する

帰国後曝露後ワクチン接種が医療機関での主

たる対応がその主たるものである。令和元

（2019）年末で国産ヒト用狂犬病ワクチン（KM

バイオロジクス社）の生産は終了し、同年 7月

からは新たに国内承認された海外製ワクチン

（GSK社ラビピュール筋注用）の国内での流通

が始まり、ワクチン接種のスケジュールも国

際標準に則ったレジメが採用された。しかし

現時点で需給に見合う輸入量が安定的に確保

できるのか。さらに万一国内で狂犬病の再興

が見られた時に、対応できるヒト用ワクチン

の備蓄対応や重症曝露に対する抗狂犬病グロ

研究要旨： 

わが国の人における狂犬病対策の課題の抽出とその対応策の検討を主題とし、邦人におけ

る狂犬病対策の現状と問題点の抽出とその対策の検討を目的とした。これまでは狂犬病流行

地など海外渡航者向けの対応に主な注目が向けられていたが、国内実臨床の現場で狂犬病患

者を診断する可能性もあり得ることから、対応にあたる医療従事者への意識づけのための方

策と発生時対応も必要であり、彼らに対する狂犬病ワクチン接種のためのリスク分析と対策

が求められた。今後、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が沈静化・収束し海外渡航・

往来再開を見据えて、新たに国内での輸入狂犬病に対する医療従事者向けガイドライン策定

に向けた検討を行うこととし、海外渡航・帰国後医療のための（曝露前、曝露後ワクチン）

に必要な種々のエビデンス形成を目的とした。 

さらに海外で狂犬病に感染するリスクを評価し、渡航者の背景別、渡航国・地域別、職

業別、曝露別のリスクを検討した。また国内のワクチン供給体制に関して、抗狂犬病グロ

ブリン製剤の必要性も含め継続調査を行い、国内人用ワクチンメーカーと人用ワクチンの

国内製造再開に関する問題点に関し意見交換を行い、課題を明確化した。 

わが国の人における狂犬病対策の課題の抽出とその対応策の検討を主題とし、邦人にお

ける狂犬病対策の現状と問題点の抽出とその対策を中心に検討した。狂犬病流行地への一

般市民の海外渡航者向けの対応では、従来から指摘されている事項に加え、警戒心を抱か

ない仔犬も狂犬病を媒介する危険性の高い動物であることを周知させる必要がある。また

国内実臨床の現場で狂犬病患者を診断する可能性もあり得ることから、対応にあたる医療

従事者への意識づけのための方策と発生時対応が必要であり、彼らに対する狂犬病ワクチ

ン接種のためのリスク分析と対策を立てた。国内の狂犬病ワクチンの流通量は渡航前の曝

露前接種、海外での動物咬傷事故後の曝露後接種に十分対応できる量は確保されていると

考えられた。 
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ブリン製剤の確保など臨床現場で遭遇する可

能性に対する対応は定まっていない。 

本研究では、邦人の海外狂犬病流行地への

渡航における注意喚起や予防対応のみならず、

稀ではあるが国内実臨床の現場で輸入狂犬病

患者を診断する可能性が高い医師・看護師な

ど医療従事者への意識づけと発生時対応も求

められることから、これらの者に対する狂犬

病ワクチン接種のリスク分析も必要であり、

以下の検討課題を挙げる。 

1．海外、特に邦人の渡航が多い東南アジア

に絞り、狂犬病に感染するリスクを評価

し、渡航者の背景別、渡航国・地域別、

職業別、曝露別のリスクを検討する。 

2．輸入狂犬病患者に接する医療従事者向け

の対応（特に曝露後対応）マニュアルを

策定し、公開することでインフェクショ

ンコントロールにあたる専門家からの意

見を聴取する。 

3．国内のワクチン供給体制に関して、抗狂

犬病グロブリン製剤の必要性も含め継続

調査する。国内人用ワクチンメーカーと

人用ワクチンの国内製造・流通に関する

問題点に関し意見交換を行い、課題を明

確化する。 

この中で、2020 年には 14 年ぶりとなる輸

入狂犬病患者が国内で報告され、関係者（医療

従事者や家族）への曝露後感染予防対策の必

要性が改めて浮き彫りとなった。国内医療機

関で帰国後発症狂犬病患者に対応した医療従

事者や家族が狂犬病ウイルスの曝露を受ける

リスクはゼロとはいえず、特に診断確定前に

医療従事者は曝露のリスクにさらされる可能

性がある。曝露の可能性のある医療従事者に

対して必要に応じたワクチン量の確保と共に、

曝露した医療従事者に対する適切な曝露評価

リスクを構築することは重要で、これにより

関係者に対する発症予防が可能となる。 

狂犬病は致死的な疾患であるため、患者を

ケアした医療従事者が不安をかかえることが

多い。このため、医療従事者に対するカウセ

リングも必要である。曝露リスク評価を行

い、迅速かつ適切に曝露した医療従事者をリ

ストアップし、曝露後予防とカウンセリング

を行うことも重要と考えられる。 

海外渡航者数の増加を見据えて、新たに国

内で輸入狂犬病が発生した場合の医療にあた

る従事者向けマニュアル策定に向けた検討を

行うこととし、海外渡航・帰国後医療のため

の（曝露前、曝露後ワクチン）に必要な種々

のエビデンス形成を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

わが国の人における狂犬病対策の課題の

抽出とその対応策の検討を主題とし、邦人に

おける狂犬病対策の現状と問題点の抽出とそ

の対策を進める。 

（1）狂犬病侵淫国の海外からの帰国者に対し

て曝露後狂犬病予防治療にあたっている国内

医療機関、なかでも日本渡航医学会の全面的

な協力を得て、昨年度に引き続き海外動物咬

傷事故症例と曝露後治療の実態を調査する。

COVID-19 の影響により海外渡航者は激減した

が、今後の再増加も見据えた調査連携体制を

日本渡航医学会と共に構築する。 

 

（2）「医療従事者向けの狂犬病患者対応マニ

ュアル」の策定を行う。2020年には 14 年ぶり

となる輸入狂犬病患者の医療に携わった医療

関係者へインタビューを行い、患者対応の初

動、診断確定に至るまでの経緯、患者からの感

染曝露の可能性の有無などを含めた、PEP対応

の把握と洗い出しのための狂犬病の曝露リス

ク評価（案）の作成を計画し、将来的に国内医

療者向けの狂犬病感染予防ガイドライン作成

に向けた基礎資料とする。 

その内容としては、確定診断のための流れ

から、院内感染制御のための組織体制と診断

確定後の届出基準、さらに入院後の患者マネ

ジメントの実際と院内感染対策、死亡後の遺

体の管理、そして医療従事者に対する曝露後

発症予防とこれを判定するための、曝露リス

ク評価のための流れを決定することとした。 

また狂犬病に感染し、発症後症状が明らか

になった場合の致命率はほぼ 100％であるが、

国内の医療機関では座して死を待つ、もしく

は緩和治療のみで対応する可能性は低く、何

らかの積極的医療が施される可能性が大きい。

その際のよりどころとなるものとしてミルウ

ォーキープロトコール（Willoughbeyら 1 )）に

より提唱された実験的狂犬病治療があり、
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2006 年の 2 例の輸入狂犬病症例と 2020 年の

輸入狂犬病症例の場合も、確定診断後には本

法が施行された。このため、確定診断後に院内

倫理委員会の承認を受け、速やかに治療を開

始するためにミルウォーキープロトコール最

新版の和訳を行い、対応マニュアルなどと共

に実臨床の場に供する。 

（3）国内ヒト用狂犬病ワクチンの供給メーカ

ーの協力を得て、国内におけるワクチン供給

体制の調査（グラクソスミスクライン社）、更

に国内未承認狂犬病ワクチンの輸入実態を医

薬品輸入業者３社からの聞き取り調査も引き

続き行い、現在日本国内に流通している狂犬

病ワクチンの総数（概数）を調査する。またセ

ーフティーガードとしての狂犬病ワクチンの

国内での生産・供給の必要性と生産可能性に

ついて、国内メーカーとの討議を継続する。 

 

（倫理面への配慮） 

倫理委員会（承認番号：大分大学医学部

1923、東京医科大学病院渡航者医療センター 

E2023-0041、国立国際医療研究センター

004973、関西医科大学総合医療センター 

2023373、拓生会奈良西部病院 2024001）の

承認を得ている。 

 

Ｃ．研究結果 

1. 米国 CDCの RE. Henry2)らによる報告では、

流行地渡航者の狂犬病動物からの咬傷曝露

のリスクを、①狂犬病動物の常在性、②ワク

チンやRIGなど医療資源へのアクセスの容易

さ、③その国・地域でのサーベイランスの充

実度により、世界 240の国・地域をリスク分

けし、I:中～高リスクで曝露後治療(PEP)が

限られる地域、II:中～高リスクでも PEP へ

のアクセスの可能な地域、III:低リスクで

PEP へのアクセスの可能な地域という地域別

リスク分類を提唱した。渡航者はこれにより

きめ細やかで明確な渡航前指導とワクチン

接種の推奨を受けることが期待される。わが

国の海外渡航者向けに、一般的な邦人旅行者、

リスク行動が懸念される邦人旅行者、さらに

上記の渡航地域別のリスクなども評価軸に

加えた研究班独自のリスク分類を作成し、狂

犬病侵淫国（地）、特に東南アジア各国の保健

セクターから挙げられた公式情報を元に、邦

人が狂犬病の可能性のある動物から咬傷曝

露を受ける可能性を、西浦博班員とともに地

域別に検討し英文誌への投稿を行った

（Vaccine誌投稿中）。 

2. 2020 年国内で 14年ぶりに発生したヒト狂

犬病輸入感染例について、実際に対応した医

療関係者（医師、感染制御看護師）への聴取

を行った（質問項目：図 1）。その結果、今後

の国内狂犬病患者発生時における医療対応

上のいくつかの現実的な問題点が明らかに

なり、これを基に本研究班での目的の一つで

ある「医療者向け狂犬病感染予防ガイドライ

ン」を立案するための基礎材料として、まず

「医療従事者向け狂犬病患者対応マニュア

ルを作成し、その中で医療従事者の狂犬病ウ

イルスへの接触とそれに伴う感染リスクを

推し量るために、「狂犬病曝露リスク評価フ

ォーム」（図 2）」「狂犬病曝露対応フォローチ

ャート」（図 3）を作成した。今後これらを HP

などに公開し、医療者向けに周知を図った。

その内容としては、i)確定診断のための流れ、

ii)院内感染制御チームを中心とした組織体

制、iii)届出基準、iv)入院後の患者マネジメ

ントの実際（特にミルウォーキープロトコー

ル（後述）を含む緩和医療の実際）、v)感染対

策、vi)遺体の管理、vii)医療従事者に対する

曝露後発症予防とこれを判定するための、

「狂犬病の曝露リスク評価フォーム（フロー

チャート）」である。さらに患者治療の唯一の

指針である「ミルウォーキープロトコール第

6版」（資料 1）の完訳を行い、HPなどに公開

し、医療者向けに周知を図った。 

3. 国内のワクチン供給体制に関しての継続

調査では、昨年までの調査では国内に約30万

ドーズの人用狂犬病ワクチンの国内在庫・流

通があると報告したが、COVID-19のため実際

の輸入本数はそれ以下であり、2021年では国

内承認、未承認を含め約 58,000 ドーズであ

った。2022年では国内承認、未承認を含め約

87,699ドーズが、2023年では 94,600ドーズ

が流通しており、国内承認されたラビピュー

ル筋注用がうち71,071ドーズを占めていた。

（図 4）一方 RIG には関して国内在庫はほぼ

ゼロと考えられる、しかし医薬品輸入業者を

介することで医療機関での輸入・入手は可能

であることが判明した。さらに、国内ワクチ
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ンメーカーとの討議では、国家安全保障の面

からの新たな狂犬病ワクチンの製造・販売・

流通に関しては、国家買い上げなどの制度が

ないと本ワクチンの開発には現時点では踏

み切れないとの意見であった。 

4. わが国への輸入狂犬病患者事例の多いフ

ィリピンにおける狂犬病死亡者前向き調査

で、原因動物（犬）の約 60%が幼齢犬からに

よるものであることを明らかにし、海外学術

誌に報告し（Frontiers in microbiology vol. 
15 1425766. 8 Jul. 2024）、さらにプレス発

表を通じて海外流行地への邦人渡航者向け

て新たな視点からの動物接触に対する注意

喚起を行った。本内容は、第 65 回日本熱帯

医学会、Joint Congress on Global Health 

2024、2024 年 11 月 16-17 日（糸満市）、で

「フィリピン SATREPSでの 3年間の人狂犬病

症例の前向き調査 －仔犬はフィリピンに

おける狂犬病の主要な原因動物である－」と

して口頭発表し、海外渡航邦人向けへの注意

喚起を促すとともに、参加者とともに討論を

行った。（図 5） 

 

Ｄ．考察 

狂犬病については、我が国では 70 年近く

国内での発生事例がないが、これは狂犬病予

防法（昭和25年施行）によるところが大きい。

国内におけるヒトへの狂犬病対策は、そのほ

とんどが海外での咬傷曝露に引き続く曝露後

ワクチン接種（PEP）と海外渡航前の高リスク

者への予防ワクチン接種（PrEP）に限られる。

それは、狂犬病予防法での国内での清浄化が

維持されているためである。 

今後国内に狂犬病動物が流入・常在化し、

わが国がもはや狂犬病清浄国ではないとされ

た場合には、ヒトへの狂犬病対策として、他の

狂犬病常在国と同様の対応（咬傷曝露者へ PEP

の順守）を進めるべきで、この場合ワクチンの

安定供給と共に、抗狂犬病グロブリン製剤の

国内備蓄などの措置が必須である。 

一方、グローバル化による国際間での人流

が、狂犬病予防法制定当時とは大きく異なっ

ている現在では、今後の日本の狂犬病対策の

あり方を再考する必要もある。我が国が現在

と同じく狂犬病清浄国であり続け、これまで

通り人とくに邦人に対する海外狂犬病流行地

での動物（特にイヌ）に対する対策としては、

海外渡航の際のリスク管理としてのPrEPのみ

ならず、輸入（帰国後）狂犬病患者からの感染

リスクなども想定して、それを取り巻く家族

や医療従事者に対する狂犬病対策の提言も重

要になる 2)。 

今後コロナ禍以前のように国際間での交

流・渡航が増加すれば、動物曝露を受けた入国

者の再度の増加と狂犬病患者の流入の懸念、

必要に見合ったワクチン等の供給状況など引

き続き注視しておく必要がある。加えて海外

渡航時には。従来から指摘されている事項に

加え、警戒心を抱かない仔犬も狂犬病を媒介

する危険性の高い動物であることを周知させ

る必要がある。国内のワクチン供給体制に関

しての継続調査では、2021 年では国内承認、

未承認を含め約 58,000 ドーズであった。2022

年では国内承認、未承認を含め約 87,699ドー

ズが、2023 年では 94,600 ドーズが流通して

おり、国内承認されたラビピュール筋注用が

うち 71,071ドーズを占めていた。少なくとも

緊急対応に足る量のワクチンの国内備蓄は確

保されていると考えられた。 

「狂犬病ガイドライン 2013」3)―日本国内

において狂犬病を発生した犬が認められた場

合の危機管理対応―では、主に PEPの適用の

判断に主眼が置かれていたが、これまで注目

されてこなかった輸入狂犬病患者の対応にあ

たる医療関係者などへの曝露対応と PEPに関

する国内での知見や対応に関しての詳細な記

載は無く、この点に焦点を当てた検討を行っ

た。その結果、狂犬病患者の治療に対応した

医療従事者に対する米国とわが国の事例での

HCWsに対する PEP に関した文献調査 4)では、

曝露した可能性のある医療従事者に対する曝

露後予防はほぼ適切に行われてはいたが、今

後も国内においても同様な事例が発生する可

能性も考慮し、患者家族や医療現場における

狂犬病曝露のリスクアセスメント策定を進め

る必要がある。 
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Ｅ．結論 

わが国の人における狂犬病対策の課題の抽

出とその対応策の検討を主題とし、海外狂犬

病流行地での邦人の狂犬病対策の現状と問題

点の抽出とその対策を中心に検討した。狂犬

病流行地への一般市民の海外渡航者向けの対

応では、従来から指摘されている事項に加

え、警戒心を抱かない仔犬も狂犬病を媒介す

る危険性の高い動物であることを周知させる

必要がある。また国内実臨床の現場で狂犬病

患者を診断する可能性もあり得ることから、

対応にあたる医療従事者への意識づけのため

の方策と発生時対応が必要であり、彼らに対

する狂犬病ワクチン接種のためのリスク分析

と対策を立てた。 

国内の狂犬病ワクチンの流通量は渡航前の

曝露前接種、海外での動物咬傷事故後の曝露

後接種に十分対応できる量は確保されている

と考えられた。引き続き、国内のワクチン供

給体制に関して、抗狂犬病グロブリン製剤の

必要性も含め継続調査を行い、国内人用ワク

チンメーカーと人用ワクチンの国内製造再開

に関する問題点に関し意見交換を行い、課題

を明確にする必要がある。 
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